
 今夏は、猛暑の影響により日本国内のエアコン販売が好調のようです。 
 
 日本以上にエアコン販売が伸びているのが、近年の新興国です。２００９年にエアコ
ン需要が全世界で減少したなかでも、人々の所得水準が向上したこともあり、ブラジル
やインドなどではプラス成長をみせました。そこで各国の電子機器メーカーは、今後の
普及を期待して、新興国市場への進出を強化しています。 
  
 たとえば、いち早く新興国市場に進出してきた日本の大手空調機メーカーのダイキン
は、世界有数のエアコンメーカーである中国の「格力」と２００９年に提携。これまで
より安価なエアコンを大量に生産し、販売台数の拡大を目指しています。同社によると、
２０１０年から２０１５年の世界の空調市場は４０％の伸びなのに対し、新興国では８
０%の成長を見込んでるようです。特に、中国では省エネ誘導政策を推進しており、高
い省エネ技術を持つ日本のメーカーにとっては追い風にもなっています。 
 
  新興国への進出には、現地消費者のニーズに合った商品開発も重要になります。その
一例が、韓国のLGエレクトロニクスがインドネシアで販売した「虫よけ機能付エアコ
ン」です。媒介蚊を退治する機能があるこの製品は、一般的なエアコンより高価格にも
かかわらず、２０１０年に旋風的な人気を呼びました。また、中国ではエアコンはイン
テリアとしても注目されていて、ゴールドやレッドなどのラグジュアリー感のある製品
も販売されているそうです。 
  
 ますます激化する新興国のエアコン市場は、現地のニーズに応えた商品開発・投入が
できるかどうかが、市場拡大のカギを握るかもしれません。 
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